
いちサポ通信
働きたい・自分に出来る仕事を見つけたい若者に届けたい！

企業見学会：株式会社ジェイパック化工 6月の支援プログラム

今年度の実績（5月20日現在）

●登録者・・・・・・56名（うち2019年度新規5名）
●就職決定者・・・・9名（2019年 4月より）
●今月の就職決定者・ 2名（5月 1日～5月20日）6月号

サポカフェ ＨＰ 編集後記
就職が決まった利用者さんが気持ちよく働き続けられる
ようなサポートとして、卒業生の交流会である「サポカ
フェ」を月に１度開催。6月15日は吹き矢です。

支援プログラム等の詳しい情報はホーム
ページまたは事務所掲示板をご覧下さい。
右のQRコードからアクセスできます。 ＱＲコード

6月に開催予定の「ホンキの就職４DAYSセミナー」。就職活動
に欠かせない面接に向けた演習として「自己PR」と「志望動機」
のワークを開催します。応募に向けて一歩踏み出してみましょう。

いちのせき若者サポートステーション（運営：ＮＰＯ法人レスパイトハウス・ハンズ）

〒021-0881　岩手県一関市大町4-29なのはなプラザ4階

厚生労働省
地域若者サポートステーション事業

0191-48-4467

０１日（土）　保護者のつどい
０３日（月）　古本ボラ
０４日（火）～０７日（金）　JOB一関図書館
０７日（水）　おうしゅうルーム
１０日（月）　ホンキ４DAYS
１２日（水）　ホンキ４DAYS
１２日（水）　千廐巡回相談
１４日（金）　YGテスト
１５日（土）　サポカフェ

１７日（月）　ホンキ４DAYS
１８日（火）　就労専門家相談
１９日（水）　おうしゅうルーム
２０日（木）　スポーツ吹矢①
２１日（金）　ホンキ４DAYS
２５日（火）　こころの相談
２６日（水）　おおふなとルーム
２７日（木）　スポーツ吹矢②
２８日（金）　レディネステスト

就職についてのご相談をお待ちしております！

受 付 時 間 10時～17時

令 和 元 年 6 月 1 日
い ち サ ポ 通 信 第 70 号

報告

報告 報告おうしゅうルーム おおふなとルーム

◆日時：5/7（火）13:30-14:00　◆場所：一関市民センター
◆内容：古本コーナーの本の修理や整理など　◆参加者：3名報告

◆日時：5/9（木）10時～ 11時　◆見学先：株式会社ジェイパック化工（第二工場）　◆参加者：5名　◆所在地：一関市滝沢字鶴ヶ沢7-58（一関流通団地内）
◆本社：一関市五代町6-8　◆事業内容：PS発砲ウッド容器（折箱等）の製造卸メーカー・OEMメーカー　◆従業員：企業全体41名

企業見学会（ジェイパック化工）参加者の感想

全国でも珍しい会社だということがわかりました。海外にも
世界にも日本だけでなく幅広い企業だと思いました。人間関
係も考えてくれていて、働きやすい環境だとわかりました。

職場の雰囲気を感じたいと思い参加しました。無理難題な注
文があっても、「どうやったらできるか」を考えているという
お話がとても心に刺さりました。

鈴木専務さんから皆様へ（求める人材像）

　男女どちらでも活躍できる会社です。仕事をするうえで職場環境
に慣れる・人に慣れる・通勤に慣れる・何事にも向かう姿勢が大切
です。無理難題があった時にどうやったらできるか、できないと思
うよりもどうやったらできるのか、アイデアを出しながら取り組ん
でいます。
　学歴・経験は問いません。応募お待ちしております。

　一関市民センターに設置してある「古本コー
ナー」。小さな子供からお年寄りの方まで、多く
の方が利用しています。
　いちサポでは、この「古本コーナー」にて、
月に 1回、ボランティアの活動を行っています。
　この日は、古本コーナーにある本の数を数え
る活動を実施。机の下にある古本の入った段ボー
ルの中の本の数を数えて、合計数を出しました。

　この日初めて参加した方は 2名で、参加したことのある方は 1名。
本を数えながら、「この本はタイトルがおもしろい」「読んでみたいなぁ」
など驚きや発見もたくさんありました。自分で本を持っていくと、同じ
冊数の本をもらえるシステム。たくさんの方が本を持ち寄り、自分の好
きな本を持ち帰っているそうです。
　多くの方に楽しんでいただけるように、今後もボランティア活動を続
けていきます。

セミナー：はじめの1歩プログラム
◆日時：4/25（木）13:30-15:30　◆場所：なのはなプラザ　◆参加：5名
◆内容：リフレーミングを用いた長所を発見するワーク報告

　就職活動に向けての活動に対して、漠然とした不安
を抱えている方や、動き出すには不安や怖さがあった
りして、なかなか動き出せない方を対象に、仲間と一
緒に取り組み、「はじめの 1歩」を踏み出すヒントをつ
かむプログラムを実施しています。
　この日は「自分の長所を発見しよう」をテーマに、
仲間の力を借りながら、短所を長所に言い換えるワー
クを実施。参加したAさんは「改めて自分の長所に気
づくことができた」と振り返ります。
　次回の開催は 7月 22日（月）、ペーパータワーのワー
クを通したチームビルディングを予定しています。

　5月のおうしゅうルーム
ではチャレンジワークを
実施。また「1分間スピー
チ」では「今までで一番

頑張ったこと」をテーマにスピーチの
練習をしました。テーマは当日発表だっ
たにもかかわらず、参加者のみなさん
はほぼ 1分間の時間を守って伝えたい
ことを簡潔に話していました。来月は
「ストレスマネジメント」の予定です。

古本ボランティア

　大正元年 3月創業。平
成 7年 3月現社設立。当
社は PS発砲ウッド容器
（折箱）を原反シートから
印刷、特殊加工、完成品
までの一貫生産をしてい
る企業です。
　当社の工事体制は仕組
工場（第二工場：流通団

地内）・完成品工場（本社工場／花泉工場）の３工場で生産、および配
送センター（萩荘）から出荷体制にて全国へ発送されております。
　基本はOEM（相手先ブランドの製品を製造すること）に徹して、包
装資材ディーラー様には完成品、折箱製作所様には仕組材料を提供して
おります。
　日本固有の伝統製法「折箱」は一言で言い表せない程の先人たちの歴
史と知恵が受け継がれ製造されています。
　少ロットから大ロットに至ります。生産
品目は大きさ・形・色・柄を組み合わせる
と数百種類に至ります。
　工程の中で出てくる切れはしは、イン
ゴットという塊にしてリサイクルをしてい
ます。さらに、お弁当についているお箸を
燃やさないで炭にする機械を開発（特許取
得）しました。自然環境に配慮しながらリ
サイクル事業に貢献。
　日本には折箱を作る会社が少ないのでレ

アな会社です。ホームページを作ったら全
国のディーラーから取引をしたいと工場見
学に来ています。
　東京・大阪の大手会社からの注文や、福
岡（居酒屋）、京都（豆腐屋）等。身近な製
では新幹線グランクラスのお弁当箱など、
駅弁の折箱が中心です。
　重箱・焼肉弁当・和菓子・冠婚葬祭用など、
一度は手に触れたことがあるかもしれませ
ん。

　おおふなとルームでは「履歴書の
書き方」として実際に応募予定先向
けの履歴書を作成しました。基本的
な記載も慎重に、かつ志望動機は自
分の経験や思いを自
分の言葉で表現する
ことがしっかりでき
ると面接にも生かせ
ることを学びまし
た。


